
◆東海地方　2017年12月　景気判断理由　一部抜粋
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求人数は堅調に推移しているが、労働契約法や労働者派遣法による2018年度問題が本格化するため、
契約満了による終了者の増加が見込まれる。【人材派遣会社（支店長）】

先行きに対する判断理由、回答者属性

客の様子には節約志向は見受けられず、売上は順調に推移する。ただし、ニュースで取り上げている
ような寒波が襲来すると客足は鈍る。【スーパー（店員）】

客との話の中で、消費税の引上げの話題が増えている。限られた分野では特需があるとは思うが、前
回の増税から期間が短すぎて、どの分野の特需も前回の増税時ほどは見込めない。【乗用車販売店
（営業担当）】
冬季オリンピックが開催される。当地域ではアイススケート選手を応援する企画が数多く様々な場所
で行われる。家族連れで外出する機会が増え、消費の拡大が見込まれる。【通信業（法人営業担
当）】

中国での環境問題に端を発した原料価格の高騰が、我が国の原料価格にも波及している。製品価格に
転嫁せざるを得ず、これを機に他社製品に乗り換えられる可能性がある。【窯業・土石製品製造業
（社員）】

来年度に向けた人員確保のため、求人企業では増員分の予算が盛り込まれる。４～５月にかけて転職
市場は活況となる。【人材派遣会社（営業担当）】

来客数の前年割れが続いている。クリスマス商戦も不発で、ケーキを半額にすれば売れるように、消
費者は安価な商品に反応する。当面はこの流れが続く。【コンビニ（商品開発担当）】

各種の物価上昇が家計を苦しめている。企業は業績向上のため、価格を上げられるものはどんどん改
定している。消費者としては、選択の余地がない商品やサービスについては、やむを得ず購入するし
かない。【会計事務所（職員）】

人員確保に手詰まり感がある一方、残業規制等も行われることから、現場ではこなせる業務に限界を
感じており、業務拡大や受注増加に踏み切れない。【職業安定所（所長）】

判断の理由、追加説明及び具体的状況の説明、回答者属性
《販売量の動き》夏の長雨や日照不足でみかんの価格が１～２割高騰している。高いという不満の声
はあっても箱買いする客が多く、買い控えは見受けられない。牛肉や数の子等、単価の高い商品も売
れている。【スーパー（店員）】
《販売量の動き》開店から５年以上経過する店では、前年の売上を上回ることが難しい状況が続いて
いる。新店においても、近隣に同一ブランドの店舗が立地する場合等、周辺環境によっては低迷して
いる。【コンビニ（企画担当）】

《来客数の動き》忘年会シーズンであるが、飲食店ではここ数年で最も忘年会の受注が少なく、飲料
商品の売上も最悪の状況である。【一般小売店［酒類］（経営者）】

《受注量や販売量の動き》気温の低い日が続き冬物商材の出荷が好調である。特に付加価値の高い商
品の需要が強く、単価上昇が好調の要因となっている。【食料品製造業（経営企画担当）】

《取引先の様子》取引先の受注状況は低迷し、今後の見通しが全く立っていない。【公認会計士】

《求人数の動き》人手不足は相変わらずで、求人募集が活発に行われている。企業では、リクルー
ティングを目的とした広報活動が盛んになっている。【新聞社［求人広告］（営業担当）】

《周辺企業の様子》３か月前から、景気はやや良い状態で変わらない。客からの引き合いの残件は常
時1,200件を上回っており、特に自動車関連企業からの引き合いが多い。【人材派遣会社（営業担
当）】

《受注価格や販売価格の動き》見積依頼が増えているが、新しい製品向けではなく、従来品をより廉
価に調達できないかという要請が多い。既に価格がこなれていて魅力ある価格を提示できないため、
販売増加には結び付かない。【窯業・土石製品製造業（社員）】
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